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八 十 種 好 再 考

岡 田 行 弘

1.は じめ に

八十種好(asityanuvyanjana)と は,仏 ・如来の身体に具なわっている80種 の吉

相であ り,三 十二大人相(dvatrimsanmahapurusalaksana)と 並列 して仏典中にし

ばしば登場する術語である。anuvyanjana(随 好,随 形好,妙 好,好)は,laksana

(相)に 比べて付随的 ・副次的な役割を持つものであって 「細かなす ぐれた特徴」

などと訳す ことができる。筆者はこの八十種好について仏典中の記述を整理 し,

比較 した研究を発表 した1)。そ こでは八種の梵文仏典,十 八種(21箇 所)の 漢訳仏

典を取 り上げ,随 好の選択 と配列 という基準で分類を試みた2)。まず そ の小論の

「結語」(以下 〈 〉で示す)を 振 り返 りなが ら再考すべき問題点を明かにする。

〈a.八 十種好は三十三相の補完的なもので,そ の全体の価値は一つの大人相 よ

りも低い。〉

相 と好の関係についての説明である。すでに論 じた通 りである。

〈b.各 随好の選択 と配列は紀元後3―4世 紀になってもまだ確定していない。〉

これは一応正 しい。さらに八十種好の原型は何か。はじめにどの好が選択 され

配列 されたのかを考察する必要がある。

〈C,『 『現観荘厳論』(Abhisamaydlamkaya)セ よそれ以後の梵文仏典のモデルとな

り,後 期 の漢訳仏典は玄　訳 『大般若』の記述を基準としている。3)〉

『現観荘厳論』が依拠 した 『二万五千頌般若』を考慮 していなかった のは適当

でない。後述する。

〈d.系 統を大別す る と身体の小部分の具体的特徴のみを挙げるAbhisamayala-

mkaraと 仏の説法 とい うよ うな拡大した概念を随好に含める 『般若経』(=『大

般若』・『摩訶般若』)とに二分される。〉

これは正確ではなく,訂 正を要する。『般若経』の記述を整理しなが ら,本 稿

で再論する。

〈e.三 十二大人相の系統と八十種好の系統は必ず しも一致 しない。〉
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問題なし。

また以上の小論をまとめた後,本 庄良文助教授の研究によりシャマタデーヴァの

八十種好に関する重要を記述を知ることができた4)。『倶舎論註』の八十種好を説

明する箇所でシャマタデーヴァは 『三万五千頌般若』 とナーガールジュナの 『十

住毘縛沙論』の偈を引用してお り,ま たマー トリチェータの讃仏詩 と『菩薩地』5)

にも言及している。また 「四阿含 ・バーダリ称讃の経 ・『如大海論』に相 と好とが

述べられ,論 じられている」 として引用されているものは,72種 の随好が挙げら

れている。これは ・Abhidharmadipaに よく一致 している6)。この よ う),にシャマタ

デーヴァの記述は八十種好の研究にとって見過ごすことのできない資料である。

2.『 般若 経 』 にお け る八 十種 好 の 出典 箇所

以上のような経過か ら,『般若経』の梵本 ・チベット訳に見られ る八十種好の

記述を検討す ることが要請 されるのである7)。ことに成立時代を視野に入れると,

八十種好の 「原型」と見なせるものが,大 乗仏教 の法数 ・術語 が整備されている

大品系の 『般若経』にあらわれている。なお 『八千頌般若』をはじあ とするいわ

ゆる小品系の 『般若経』には,八 十種好とい う言葉は登場するものの各随好が列

挙 されることはない｡

大品系の漢訳である 『放光般若経』(291年,無 羅叉訳)に は随好の列挙はない。

拙稿で既に論 じた漢訳以外に八十種好の完全なリス トがあるのは梵本の 『三万五

干頌』・『一万八千頚』8)とチベ ット訳の 『十万頌(蔵)』9)・『三万五千頌(蔵)』10)・

『論部二万五千頌(蔵)』11)・『一万八千頌(蔵)』12)・『一万頌(蔵)』13)で ある｡な お ,

『十万頌』の当該箇所の梵本は未出版である。 また 『「万五千頌』の梵本は 『現

観荘厳論』 との対応でいえば第七章までが出版されているが,八 十種好の記述が

ある第八章法身に相当す る部分は未完である。 しかしE.Conzeが この部分を英

訳 しているのでその内容を知 ることがで き る14)。以上で は これ を 『二万五千頌

磯)』 と略記する。

3.『 三 万五 千頌(梵)』 の系統

このグループの八十種好は 『三万五千頌般若』を起点 としr現 観荘厳論』(Ⅷ,

21-32)を 経てAryaVimuktisena15),BhadantaVimuktisena16)Haribhadra17)

の注釈類に継承されている。そして注 目すべ きことに 『般若経』のチベット訳の

うち 『一万頌』以外のもの,す なわ ち 『十万頌(蔵)』 ・『二万五千頌(蔵)』 ・『論
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部二万五千頌(蔵)』 ・『一万八千頌(蔵)』 は この 『二万五千頌(梵)』 に基づいて

訳されているので あ る。特に 『十万頌(蔵)』 ・『二万五千頌(蔵)』 ・『論部三万五

千頌(蔵)』 は訳語の選択に至るまで同一で あ る。『一万八千頌(蔵)』 は訳語の選

択が異なっている箇所もあるが,八 十種好の選択 ・配列は 『二万五千頌(蔵)』 と

一致 している。後述するように 『一万八千頌(梵)』 はこのグループとは別の系統

である。この事実からチベ ットに いては 『二万五千頌(梵)』=『 現観荘厳論』の

八十種好がいわば正統説 となっていることが確認できる。 したがって 『般若経』

を訳出する際,梵 本のいかんに関わらず,こ の立場か らの統一が図られたのであ

る18)。

さてこのグループは全体 として選択 ・配列のばらつ きが少ない19)。このグルー

プの特徴は仏 ・如来の善行 ・菩薩行 とそれぞれの随好が結び付けられて説明され

ていることである。例えば

「仏 ・世尊はあらゆる行(サ ンスカーラ)か ら離脱しているから,指 の爪が赤い。あら

ゆる衆生に対して利益と安楽を心がけているから,爪 が滑らかである。」

とい うような記述である｡こ れは他 の八十種好の系統には見られない。 このグル

ープに属する唯一の漢訳が 『十住毘婆沙論』(以下 『十住論』と略)で ある20)。三十

三大人相の記述について 『十住論』が 『三万五千頌般若(梵)』 をそのまま翻訳 し

て用いていることは既に指摘 したが21),八 十種好の場合 も同様なことが言える。

またシャマタデーヴァは八十種好の説明で 『十住論』をナーガールジュナの偈 と

して引用する22)。r十住論』の偈は24行 あるが,こ れ はr現 観荘厳論』の12偈 に

そのまま一致 していると見ることができる。偈で八十種好が網羅され てい るの

は,こ れ以外には ない。『十住論』はこのグループにお い て 『「万五千頌般若

(梵)』と 『現観荘厳論』の中間に位置付けられるのである。

4.『 一 万八 千頌 般若(梵)』 の八 十種好 とその展 開

『一万八千頌(梵)』 の八十種好のリス トを 『「万五千頌(梵)』 のグループのそ

れと比較 してみると,ま ず配列順序に関しては最初 の20番 目まで と最後の約15ほ

どの随好については,ほ ぼ一致 している。また中間も『一万八千頌(梵)』 の第43番

目から59番 目までが,『二万五千頌(梵)』 の第33番 目から49番 目に対応している。

この点,両 者はかなり近い関係にあると言 うとができる。 しかし随好 として選択

されているものが約10種 ほ ど相違 してい る。『二万五千頌(梵)』 では身体の小部

分(手 紋,爪,髪,腹 部,舌 など)に ついて数個ずつの随好を立てて い る。これは
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『一万八千頌(梵)』 も同様なのであるが,そ れぞれの部分に割 り当てられてい る

随好が 『二万五千頌(梵)』 よりも若干簡略になってい る。例 え ば 『三万五千頌

(梵)』は,歯 について5種,舌 について3種,鼻に ついては2種 の随好を立てて

いるが,『一万八千頌(梵)』 ではこれらについて順た3種,2種,1種 の随好が

説かれている。そ の代 り 『一万八千頌(梵)』 には 『二万五千頌(梵)』 にな い次

の随好が登場する(対 応する 『大品般若』の訳語を示す)。

24.iryapathasampanna容 儀備足

25.asthanusampanna住 処安無能動者

30.avalokaniya一 切楽観

57.candramukha面 浄満如満月

60.sarvaaraparipurnasvara随 衆生意和悦与語

75.samantavyamaprabhay5avabhasita辺 光各一丈

これ以外でも 『一万八千頌(梵)』 にはやや抽象的な表現が使用されている随好が

散見される。

そして漢訳 との関連で言えば,上 で示 したように 『一万八千頌(梵)』 にあって

『三万五千頌(梵)』 においては欠けてい る随好が,鳩 摩羅什訳の 『大品般若(摩

訶般若)』では八十種好 として挙げ られている23)。換言すれば八十種好に限定 した

場合,『 大品般若』は 『三万五千頌(梵)』 よりも 『一万八千頌(梵)』 に近いので

ある。『大品般若』は身体の小部分を中心に列挙 して い く 『三万五千頌(梵)』 と

は異な り,『一万八千頌(梵)』 に見える抽象的な随好以外に も,例 えば仏の説法

の方法 と言 うようなものも随好 として挙げ られ て い る。玄　訳の 『大般若』24)は

『大品般若』 の方向をさらに進 め て,仏 の偉大性 ・優越性を強調す るために各随

好の耆明も詳細になっている。 しかし注意すべ きζとは,そ の記述が随好自体の

特徴の耆明であって 『三万五千頽(梵)』 に見られるような仏の善業 との結び付き

は何も説かれていないとい うことである。

なお 『一万頌(蔵)』 において八十種好は仏教術語集的な性格を持つ第二章で説

明され て い る。詳説する余裕はな いが,こ の八十種好は 『大品般若』 と 『大般

若』の中間的な位置を占めていると見ることができる。

5.お わ りに

仏には常人にはない三十二相の他に,八 十種好が具わっているという概念が生

まれたのはそれほど古い時代ではない。八十種好の記述を積極的に行いはじめた
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のは,仏 の誕生時の超人性を記述 しようとする仏伝作者 と,大 乗仏教 の法数を整

備 しようとした般若経制作者である。MahavastuとLalitavistaraに は八十種好

の リス トがあるものの,古 い時代の仏伝の漢訳(『普曜経』など)に は八十種 好 は

見 られない｡い ずれが八十種好の原型かとい うこ とは現段階では決定で きない

が,.Mahavastuと 並んで 『般若経』の二種,す なわち 『二万五千頌(梵)』 と 『一

万八千頌(梵)』 はその有力な候補である。 この二者のいずれが古 いかは速断で

きない。敢え て言えば,『二万五千頌(梵)』 は随好 と善行の結び付きを整備 され

た形式で説いているので,よ り単純な 『一万八千頌(梵)』 のほ うが,や や先行 し

ているように見受け られる。
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